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南
泉
と
趙
州

衣
川
　
賢
次

南
泉
普
願
（
七
四
八
～
八
三
四
）
と
趙
州
從
諗
（
七
七
八
～
八
九
七
）。
こ
の
師
弟
二
人
の
對
話
一
一
則
が
『
趙
州
錄
』
冒
頭

に
收
錄
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
從
諗
和
尚
の
南
泉
普
願
門
下
へ
の
入
門
（
確
か
で
は
な
い
が
、
從
諗
十
八
歳
と
い
う
傳
承
が
あ
る
）

か
ら
普
願
禪
師
の
遷
化
（
太
和
八
年
、
八
三
四
）
ま
で
の
長
期
に
わ
た
る
南
泉
時
代
の
資
料
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
『
祖
堂

集
』、『
景
德
傳
燈
錄
』、『
聯
燈
會
要
』
等
の
燈
史
に
引
用
さ
れ
た
記
載
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
『
趙
州
錄
』
に
據
り
つ
つ
散
在

す
る
記
錄
を
補
っ
た
も
の
で
、『
趙
州
錄
』
が
基
本
資
料
で
あ
る
。

『
趙
州
錄
』
冒
頭
の
一
一
則
に
、「
趙
州
眞
際
禪
師
行
狀
」
か
ら
「
入
門
」
一
則
を
補
い
、『
趙
州
眞
際
禪
師
語
錄
之
餘
』

（『
古
尊
宿
語
録
』
巻
一
四
）
か
ら
「
水
牯
牛
を
牽
い
て
巡
堂
す
」
の
一
則
を
加
え
、
す
べ
て
一
三
則
を
從
諗
和
尚
の
南
泉
時
代
の

資
料
と
し
て
新
た
に
編
輯
し
、
以
下
の
よ
う
に
配
列
し
て
考
察
の
對
象
と
す
る
。

［
一
﹈　

在
南
泉
①
「
入
門
」

［
二
﹈　

在
南
泉
②
「
平
常
心
こ
そ
是
れ
道
な
り
」

［
三
﹈　

在
南
泉
③
「
明
と
暗
」

［
四
﹈　

在
南
泉
④
「
水
牯
牛
」

［
五
﹈　

在
南
泉
⑤
「
水
牯
牛
を
牽
い
て
巡
堂
す
」
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［
六
﹈　

在
南
泉
⑥
「
浴
牛
」

［
七
﹈　

在
南
泉
⑦
「
火
を
救
え
！
」

［
八
﹈　

在
南
泉
⑧
「
打
水
」

［
九
﹈　

在
南
泉
⑨
「
斬
猫
」

［
一
〇
﹈　

在
南
泉
⑩
「
異
類
」

［
一
一
﹈　

在
南
泉
⑪
「
四
句
百
非
」

［
一
二
﹈　

在
南
泉
⑫
「
灰
で
圍
む
」

［
一
三
﹈　

在
南
泉
⑬
「
心
は
佛
に
あ
ら
ず
、
智
は
道
に
あ
ら
ず
」

こ
こ
に
は
南
泉
と
趙
州
二
人
の
禪
思
想
の
違
い
が
鮮
明
に
現
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
を
考
え
た
い
。

從
諗
の
南
泉
門
下
へ
の
入
門
は
、『
趙
州
錄
』（
卷
上
）
に
附
す
る
「
趙
州
眞
際
禪
師
行
狀
」
お
よ
び
『
景
德
傳
燈
錄
』（
卷

一
〇
）
の
記
載
に
よ
る
と
、
從
諗
は
本
貫
曹
州
で
出
家
し
て
の
ち
、
そ
の
授
業
師
と
と
も
に
行
脚
し
て
南
泉
山
に
到
っ
た
。

師
初
隨
本
師
行
脚
到
南
泉
。
本
師
先
人
事
了
，
師
方
乃
人
事
。
南
泉
在
方
丈
内
臥
次
，
見
師
來
參
便
問
：
「
近
離
什

麼
處
？
」
師
云
：
「
瑞
像
院
。」
南
泉
云
：
「
還
見
瑞
像
麼
？
」
師
云
：
「
瑞
像
即
不
見
，
即
見
臥
如
來
。」
南
泉
乃

起
，
問
：
「
你
是
有
主
沙
彌
，
無
主
沙
彌
？
」
師
對
云
：
「
有
主
沙
彌
。」
泉
云
：
「
那
箇
是
你
主
？
」
師
云
：
「
孟

春
猶
寒
，
伏
惟
和
尚
尊
體
起
居
萬
福
！
」
泉
乃
喚
維
那
云
：
「
此
沙
彌
，
別
處
安
排
！
」［
一
﹈

（
師
は
本
師
の
行
脚
に
隨
侍
し
て
、
初
め
て
南
泉
に
到
っ
た
。
本
師
が
先
に
初
相
見
の
挨
拶
を
し
、
そ
れ
か
ら
師
が
挨
拶
を
し
た
。
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南
泉
は
ち
ょ
う
ど
方
丈
で
寢
そ
べ
っ
て
い
る
時
で
あ
っ
た
。
師
が
來
參
し
た
の
を
見
て
問
う
た
、「
こ
の
た
び
は
ど
こ
か
ら
來
た
の

か
？
」
師
、「
瑞
像
院
で
す
。」
南
泉
、「
瑞
像
を
見
た
か
？
」
師
、「
い
え
、
瑞
像
は
見
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
臥
せ
る
如
來
を
見
ま
し

た
。」
南
泉
は
聞
く
や
、
ガ
バ
ッ
と
起
き
上
が
っ
て
、
問
い
か
け
た
、「
お
ま
え
は
主
の
あ
る
沙
彌
か
、
主
の
な
い
沙
彌
か
？
」
師
、

「
主
の
あ
る
沙
彌
で
す
。」
南
泉
、「
ど
れ
が
お
ま
え
の
主
か
？
」
師
、「
孟
春
な
お
寒
く
、
伏
し
て
惟
お
も
ん
みる
に
和
尚
尊
體
、
起
居
萬
福
！
」

南
泉
は
維
那
を
呼
ん
で
言
い
つ
け
た
、「
こ
の
沙
彌
は
別
の
と
こ
ろ
へ
案
内
し
て
や
っ
て
く
れ
。」）

從
諗
と
そ
の
師
が
來
參
し
た
時
、
南
泉
は
方
丈
に
寢
そ
べ
っ
て
い
た
。
二
人
が
南
泉
山
に
到
著
し
た
の
は
非
時
の
お
り

で
あ
っ
た
。
從
諗
の
應
答
を
聞
い
て
、
寢
そ
べ
っ
た
ま
ま
相
見
の
挨
拶
を
受
け
て
い
た
南
泉
は
驚
い
て
起
ち
あ
が
り
、
問
答

を
し
、
初
相
見
の
從
諗
の
應
答
を
嘉
納
し
て
、
即
座
に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
し
、
維
那
に
「
此
の
沙
彌
を
別
處
に
安
排
せ

よ
」
と
指
示
し
た
。
通
常
の
新
到
僧
は
僧
堂
に
起
居
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
利
根
を
見
込
ま
れ
た
從
諗
は
、
特
別
に

南
泉
禪
師
の
身
邊
近
く
に
あ
っ
て
直
接
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

南
泉
と
趙
州
の
對
話
の
上
揭
一
二
則
を
、（
一
）「
老
練
な
南
泉
と
青
年
客
氣
の
從
諗
」、（
二
）「
中
世
的
氣
風
の
南
泉
と
そ

の
批
判
者
從
諗
」
と
し
て
二
類
に
分
け
、
兩
者
の
思
想
的
な
立
ち
位
置
の
違
い
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

（
一
）
老
練
な
南
泉
と
青
年
客
氣
の
從
諗

（
1
）「
平
常
心
こ
そ
是
れ
道
な
り
」

師
問
南
泉
：
「
如
何
是
道
？
」
泉
云
：
「
平
常
心
是
。」
師
云
：
「
還
可
趣
向
不
？
」
泉
云
：
「
擬
即
乖
。」
師
云
：

「
不
擬
，
爭
知
是
道
？
」
泉
云
：
「
道
不
屬
知
不
知
。
知
是
妄
覺
，
不
知
是
無
記
。
若
眞
達
不
疑
之
道
，
猶
如
太
虛
，

廓
然
蕩
豁
。
豈
可
強
是
非
也
？
」
師
於
言
下
頓
悟
玄
旨
，
心
如
朗
月
。［
二
﹈
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（
師
は
南
泉
和
尚
に
問
う
た
、「
道
と
は
何
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
？
」
南
泉
、「
平
常
心
で
い
る
こ
と
こ
そ
が
そ
れ
だ
。」
師
、「
そ
れ

を
目
標
に
す
べ
き
も
の
で
し
ょ
う
か
？
」
南
泉
、「
目
標
に
し
た
と
た
ん
に
逸
れ
る
。」
師
、「
目
標
に
し
な
い
な
ら
、
そ
れ
が
道
だ
と

は
わ
か
ら
ぬ
の
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
か
？
」
南
泉
、「
道
は
わ
か
る
わ
か
ら
ぬ
に
關
わ
ら
ぬ
。
わ
か
る
と
は
妄
念
に
よ
る
錯
覺
で
あ
り
、

わ
か
ら
ぬ
と
は
昏
暗
で
あ
る
。
眞
に
疑
う
こ
と
な
き
道
に
達
し
た
な
ら
、
そ
の
心
は
大
空
の
よ
う
に
カ
ラ
リ
と
澄
ん
で
礙
げ
が
な
い
。

む
や
み
に
議
論
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。」
師
は
聽
い
て
奥
義
を
頓
悟
し
、
た
ち
ま
ち
滿
月
の
ご
と
き
澄
明
な
心
と
な
っ
た
。）

「
道
と
は
な
に
か
？
」
を
問
う
こ
と
は
入
門
段
階
で
、
從
諗
も
入
門
の
早
い
時
期
に
こ
れ
を
問
い
、
南
泉
の
答
え
「
平
常

心
で
い
る
こ
と
が
そ
れ
だ
」
を
聞
き
、
數
反
の
や
り
と
り
を
經
て
、「
道
」
を
詮
議
す
る
の
で
は
な
く
、「
平
常
心
」
で
生
き

る
こ
と
を
是
と
し
て
一
度
は
得
心
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
從
諗
は
「
道
」
に
つ
い
て
の
疑
問
が
な
お
解
消
せ
ず
、
以
後
も
た
び
た
び
南
泉
に
質
問
す
る
。

（
2
）「
明
と
暗
」

南
泉
上
堂
，
師
問
：
「
明
頭
合
，
暗
頭
合
？
」
泉
便
歸
方
丈
，
師
便
下
堂
云
：
「
這
老
和
尚
被
我
一
問
，
直
得
無
言

可
對
。」
首
座
云
：
「
莫
道
和
尚
無
語
，
自
是
上
座
不
會
。」
師
便
打
，
又
云
：
「
這
棒
合
是
堂
頭
老
漢
喫
。」［
三
﹈

（
南
泉
和
尚
が
上
堂
し
た
と
き
、
師
は
い
き
な
り
問
う
た
、「
和
尚
の
立
場
は
明
白
に
よ
っ
て
契
合
す
る
の
で
し
ょ
う
か
、
暗
黑
に

よ
っ
て
契
合
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」
南
泉
は
答
え
ず
、
さ
っ
さ
と
方
丈
に
歸
っ
た
。
師
は
法
堂
を
下
っ
て
言
っ
た
、「
こ
の
老
和

尚
、
お
れ
の
一
問
に
一
言
も
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
わ
い
。」
首
座
が
聞
い
て
、「
和
尚
が
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
っ
て
は
な
ら
ぬ
。

そ
な
た
こ
そ
わ
か
っ
て
お
ら
ぬ
の
だ
。」
師
は
首
座
を
ぶ
っ
叩
い
て
言
っ
た
、「
こ
の
棒
は
堂
頭
和
尚
が
喫く
ら

う
べ
き
も
の
だ
っ
た
の



151

禅文化研究所紀要 第36号（令和5年5月）

だ
。」）

「
道
は
明
白
な
も
の
か
、
暗
黑
な
も
の
か
？
」
從
諗
は
南
泉
に
確
認
し
よ
う
と
し
た
。
中
國
思
想
の
傳
統
で
は
「
道
」
と

は
、『
老
子
』
に
言
う
、「
道
の
名
づ
く
べ
き
は
常
の
道
に
非
ず
、
名
の
名
づ
く
べ
き
は
常
の
名
に
非
ず
」、
そ
の
道
は
「
玄

の
又
た
玄
」、
す
な
わ
ち
暗
黑
で
あ
る
。
僧
肇
『
肇
論
』
に
も
、「
釋
迦
は
室
を
摩ま

竭か
つ

に
掩お
お

い
、
淨
名
は
口
を
毘び

耶や

に
杜と
ざ

す
」。

こ
れ
ら
は
「
道
」
に
對
し
て
は
た
だ
沈
黙
す
る
の
み
と
い
う
暗
黑
の
面
を
言
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
三
祖
僧
璨
の
名
で
傳
わ

る
「
信
心
銘
」
の
冒
頭
に
、「
至
道
は
難
き
こ
と
無
し
、
唯
だ
揀け

ん

擇じ
ゃ
くを
嫌
う
。
但た

だ
憎
愛
す
る
こ
と
莫な

く
ん
ば
、
洞と
う

然ね
ん

と
し

て
明
白
な
り
。
毫ご

う

釐り

も
差た
が

わ
ば
、
天
地
の
ご
と
く
懸け
ん

隔か
く

す
」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
三
〇
）
と
言
う
の
は
、「
道
」
は
言
語
を
絶

し
た
暗
黑
な
る
當
體
で
あ
る
と
い
う
通
常
の
觀
念
を
反
轉
さ
せ
た
、
人
を
驚
か
す
宣
言
で
、
後
世
こ
れ
が
禪
宗
の
立
場
と
な

る
。
馬
祖
と
南
泉
が
「
平
常
心
こ
そ
是
れ
道
な
り
」
と
言
っ
た
の
は
明
白
の
面
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
馬
祖
の
「
即
心

是
佛
」、「
性
在
作
用
」
も
佛
性
（
道
）
は
わ
れ
わ
れ
の
心
に
他
な
ら
ず
、
そ
れ
は
見
聞
覺
知
、
言
語
作
用
に
顯
現
し
て
い
る

と
す
る
明
白
の
立
場
で
あ
る
。
趙
州
は
南
泉
に
「
師
は
道
を
明
白
な
も
の
と
す
る
立
場
か
、
暗
黑
な
る
も
の
と
す
る
立
場

か
？
」
と
問
う
た
の
で
あ
る
が
、
南
泉
の
「
平
常
心
こ
そ
是
れ
道
な
り
」
を
疑
う
意
圖
に
出
た
問
い
で
あ
る
。
前
の
則
で
は

「
師
は
言
下
に
於
い
て
玄
旨
を
頓
悟
し
、
心
は
朗
月
の
如
し
」
で
あ
っ
た
が
、
再
考
し
て
問
う
た
の
で
あ
る
。

南
泉
は
趙
州
の
問
い
に
、
避
け
て
答
え
ず
、
自
室
に
引
き
下
っ
た
。
南
泉
が
答
え
な
か
っ
た
の
は
、「
道
」
に
つ
い
て
の

議
論
は
畢
竟
戲
論
と
な
る
に
過
ぎ
ぬ
ゆ
え
に
、
對
應
を
避
け
た
の
で
あ
る
。
さ
き
に
は
問
わ
れ
て
、「
平
常
心
こ
そ
是
れ
道

な
り
」
と
方
便
と
し
て
言
っ
た
が
、
べ
つ
に
「（
道
は
）
心
で
も
、
佛
で
も
、
物
で
も
な
い
」
と
も
言
っ
て
い
る
（『
景
德
傳
燈

錄
』
卷
八
「
南
泉
章
」）。
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（
3
）「
四
句
百
非
」

師
問
南
泉
：
「
離
四
句
，
絕
百
非
外
，
請
師
道
。」
泉
便
歸
方
丈
。
師
云
：
「
這
老
和
尚
每
常
口
吧
吧
地
，
及
其
問

著
，
一
言
不
措
。」
侍
者
云
：
「
莫
道
和
尚
無
語
好
。」
師
便
打
一
掌
。［
一
一
﹈

（
師
は
南
泉
和
尚
に
問
う
た
、「
佛
教
學
の
論
理
表
現
を
使
わ
ず
に
、
そ
れ
を
言
い
留
め
て
く
だ
さ
い
。」
南
泉
和
尚
は
相
手
に
せ

ず
、
方
丈
へ
歸
っ
た
。
師
、「
こ
の
老
和
尚
め
！　

普
段
は
ペ
ラ
ペ
ラ
し
ゃ
べ
る
く
せ
に
、
お
れ
に
問
い
詰
め
ら
れ
た
ら
、
一
言
も

言
え
ぬ
と
は
！
」
侍
者
が
傍
か
ら
言
っ
た
、「
和
尚
が
何
も
言
わ
れ
な
か
っ
た
と
思
っ
て
は
い
か
ん
ぞ
。」
師
は
侍
者
の
顔
を
平
手
で

い
っ
ぱ
つ
打
っ
た
。）

南
泉
は
「
四
句
を
離
れ
、
百
非
を
絶
し
て
（「
祖
師
西
來
意
」
を
）
言
え
」
と
い
う
要
求
に
對
し
て
も
、
躊
躇
な
く
身
を
翻
し

て
方
丈
へ
歸
っ
た
。「
四
句
を
離
れ
、
百
非
を
絶
し
て
」
と
は
、「
い
か
な
る
陳
述
形
式
に
も
據
ら
ず
に
」
と
い
う
こ
と
で
、

し
か
も
「
言
葉
で
言
え
」
と
い
う
要
求
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
南
泉
の
言
う
「
智
の
到
ら
ざ
る
處
」
の
こ
と
で
あ
る
（「
智
の
到

ら
ざ
る
處
は
、
切
に
説
著
す
る
を
忌
む
。
説
著
せ
ば
則
ち
頭
角
生
ず
。
喚
ん
で
如
如
と
作
す
も
早つ

是と

に
變
ぜ
り
。
直
ち
に
須
ら
く
異
類
中
に
向お

い
て
行
か
ん
」

『
祖
堂
集
』
卷
一
六
「
南
泉
章
」）。
ゆ
え
に
、
南
泉
が
趙
州
の
問
い
を
受
け
て
、
馬
祖
ら
と
も
異
な
っ
て
相
手
に
せ
ず
、
さ
っ
さ
と

方
丈
に
歸
っ
た
の
は
、
南
泉
の
一
貫
し
た
態
度
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
不
滿
と
し
て
、
南
泉
を
詰
る
の
は
若
き
日
の
趙
州
和
尚

の
青
年
客
氣
を
傳
え
る
も
の
で
あ
る
。

（
4
）「
火
を
救
え
！
」

師
在
南
泉
作
爐
頭
。
大
衆
普
請
擇
菜
，
師
在
堂
内
叫
：
「
救
火
！　

救
火
！
」
大
衆
一
時
到
僧
堂
前
，
師
乃
關
却
僧
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堂
門
。
師
云
：
「
道
得
即
開
門
。」（「
師
云
道
得
即
開
門
」
七
字
，
據
『
景
德
傳
燈
錄
』，『
聯
燈
會
要
』
補
。）
大
衆
無
對
。
泉

乃
抛
鏁
匙
從
窻
内
入
堂
中
，
師
便
開
門
。［
七
﹈

（
師
は
南
泉
山
で
爐
頭
を
つ
と
め
て
い
た
。
一
山
の
僧
衆
が
み
な
總
出
で
野
菜
の
收
穫
に
取
り
か
か
っ
た
と
き
、
師
だ
け
は
僧
堂

内
に
い
て
大
聲
を
あ
げ
た
、「
火
事
だ
！　

火
事
だ
！
」
僧
衆
は
驚
い
て
い
っ
せ
い
に
僧
堂
の
前
ま
で
驅
け
つ
け
た
が
、
師
は
内
か
ら

閉
ざ
し
て
入
れ
さ
せ
な
か
っ
た
。
師
は
中
か
ら
言
っ
た
、「
一
言
言
え
た
ら
開
け
て
や
る
。」
僧
衆
は
右
往
左
往
す
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

南
泉
和
尚
が
鑰か
ぎ

を
窓
か
ら
抛
り
入
れ
る
や
、
師
は
戸
を
開
け
た
。）

普
請
に
出
て
い
た
大
衆
は
、
僧
堂
が
火
事
だ
と
聞
い
て
い
っ
せ
い
に
驅
け
出
し
て
堂
前
に
來
た
。
趙
州
は
中
か
ら
錠
を

か
け
て
入
れ
な
い
よ
う
に
し
、「
言
え
た
ら
戸
を
開
け
る
」
と
言
っ
た
が
、
誰
も
對
應
で
き
な
か
っ
た
。
南
泉
は
そ
こ
で
鑰

を
窓
か
ら
投
げ
入
れ
る
と
、
趙
州
は
戸
を
開
け
た
。
こ
の
と
き
趙
州
は
五
百
衆
と
い
わ
れ
る
南
泉
山
の
爐
頭
の
職
に
あ
り
、

寺
田
の
普
請
に
は
從
わ
ず
、
僧
堂
内
で
自
己
が
管
理
す
べ
き
火
爐
に
關
し
て
失
火
の
狂
言
芝
居
を
打
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

行
爲
は
明
ら
か
に
管
理
さ
れ
た
叢
林
の
守
る
べ
き
規
矩
を
破
壞
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
制
度
へ
の
破
壞
衝
動
は
、

同
じ
く
若
い
こ
ろ
の
臨
濟
義
玄
（
？
～
八
六
六
）
に
も
見
ら
れ
る
（『
臨
濟
錄
』
三
「
普
請
」・
四
「
閉
目
坐
禪
」・
五
「
钁
」）。
臨
濟

の
場
合
も
興
味
ぶ
か
い
こ
と
に
、
師
た
る
黃
檗
は
若
い
臨
濟
の
普
請
放
棄
、
閉
目
坐
禪
、
禪
堂
坐
睡
と
い
う
叢
林
規
矩
へ
の

反
抗
に
對
し
、
却
っ
て
擁
護
し
て
い
る
。
趙
州
の
場
合
も
師
た
る
南
泉
は
窓
か
ら
錠
前
を
投
げ
入
れ
る
擧
に
出
て
、
外
か

ら
戸
を
開
け
さ
せ
ぬ
よ
う
に
し
、
却
っ
て
若
い
趙
州
の
行
爲
を
認
め
應
援
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
類
話
が
趙
州
に
も
う
一

則
（『
趙
州
錄
』
未
收
）
と
雪
峯
義
存
（
八
二
二
～
九
〇
八
）
に
も
あ
る
。
黃
檗
山
に
至
っ
た
趙
州
は
そ
こ
で
も
法
堂
放
火
の
狂

言
芝
居
を
打
ち
、
把
捉
さ
れ
て
意
圖
を
問
わ
れ
、
そ
れ
に
は
答
え
ず
、「
も
う
手
遲
れ
だ
！
」
と
言
い
放
っ
て
い
る
（『
景
德
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傳
燈
錄
』
卷
一
〇
「
趙
州
章
」）。
雪
峯
の
場
合
は
（『
玄
沙
廣
錄
』
卷
下
）
長
老
た
る
雪
峯
自
身
が
僧
堂
を
燒
く
と
い
う
芝
居
を
打

ち
、
却
っ
て
氣
性
の
激
し
い
玄
沙
師
備
に
「
和
尚
よ
！　

本
氣
で
や
れ
！
」
と
煽
動
さ
れ
て
い
る
（
こ
れ
を
「
救
火
投
薪
」
と

い
う
）。

馬
祖
の
創
始
し
た
新
興
禪
宗
は
、
百
年
の
あ
い
だ
に
池
州
南
泉
山
に
五
百
衆
、
江
西
の
洪
州
黃
檗
山
に
七
百
衆
、
福
建

の
福
州
雪
峯
山
に
一
千
七
百
衆
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
、
禪
宗
叢
林
と
し
て
膨
れ
あ
が
り
、
少
數
精
鋭
で
出
發
し
た
禪
宗
教

團
が
み
る
み
る
う
ち
に
佛
教
界
を
席
捲
し
、
そ
れ
自
身
が
ひ
と
つ
の
體
制
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。「
普
請
の
法
を
行

う
は
、
上
下
力
を
均
し
く
す
る
な
り
」（「
禪
門
規
式
」，『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
六
「
百
丈
章
」
附
錄
）
と
さ
れ
て
、
規
矩
に
循
っ
て
一
齊

に
作
務
を
行
な
う
時
に
、
若
い
氣
鋭
の
禪
僧
趙
州
が
反
抗
を
試
み
た
の
も
、
故
な
し
と
し
な
い
。「
一
言
言
え
た
ら
開
け
る
」

と
大
衆
に
迫
っ
た
の
も
、
こ
の
問
題
意
識
で
あ
ろ
う
。
南
泉
和
尚
も
體
制
化
し
た
叢
林
に
危
惧
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
趙
州

は
知
っ
て
、
僧
堂
の
門
を
開
け
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
若
き
趙
州
の
反
抗
を
老
練
な
南
泉
が
支
持
し
、
禪

宗
大
衆
化
へ
の
危
機
感
を
師
弟
が
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
讀
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
5
）「
斬
猫
」

南
泉
東
西
兩
堂
爭
猫
兒
。
泉
來
堂
內
，
提
起
猫
兒
云
：
「
道
得
即
不
斬
，
道
不
得
即
斬
却
。」
大
衆
下
語
，
皆
不

契
泉
意
。
當
時
即
斬
却
猫
兒
了
。
至
晚
間
，
師
從
外
歸
來
，
問
訊
次
，
泉
乃
舉
前
話
了
，
云
：
「
你
作
麼
生
救
得
猫

兒
？
」
師
遂
將
一
隻
鞋
戴
在
頭
上
出
去
。
泉
云
：
「
子
若
在
，
救
得
猫
兒
。」［
九
﹈

（
南
泉
山
の
東
西
の
僧
堂
が
猫
の
こ
と
で
諍
い
を
起
こ
し
た
。
南
泉
和
尚
は
堂
内
に
入
っ
て
來
て
、
そ
の
猫
を
つ
ま
み
上
げ
て
言
っ

た
、「
さ
あ
、
言
え
た
ら
斬
ら
ぬ
、
言
え
な
か
っ
た
ら
斬
り
殺
す
ぞ
。」
僧
衆
は
い
ろ
い
ろ
と
言
っ
た
が
、
ど
れ
も
和
尚
の
意
に
契
わ



155

禅文化研究所紀要 第36号（令和5年5月）

な
か
っ
た
の
で
、
た
だ
ち
に
猫
を
斬
り
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
晩
に
な
っ
て
、
師
が
外
出
か
ら
歸
っ
て
挨
拶
に
來
た
と
き
、
和
尚
は
そ

の
話
を
し
て
言
っ
た
、「
き
み
な
ら
ど
う
し
て
猫
を
助
け
て
や
れ
た
か
？
」
師
は
そ
こ
で
、
片
方
の
鞋
を
頭
の
上
に
載
せ
て
出
て
行
っ

た
。
和
尚
、「
そ
な
た
が
い
て
く
れ
た
ら
、
猫
を
助
け
て
や
れ
た
ろ
う
に
。」）

南
泉
山
の
僧
堂
で
猫
を
取
り
合
う
諍
い
が
起
こ
っ
た
時
、
南
泉
が
猫
を
摑
ん
で
堂
内
の
大
衆
に
「
言
え
た
ら
斬
ら
ぬ
、

言
え
な
か
っ
た
ら
斬
り
捨
て
る
」
と
問
い
、
僧
ら
は
い
ろ
い
ろ
答
え
た
が
、
ど
れ
も
南
泉
の
意
に
契
わ
な
か
っ
た
。
南
泉
は

た
だ
ち
に
猫
を
斬
っ
て
し
ま
っ
た
。
南
泉
が
僧
ら
に
期
待
し
た
の
は
ど
う
い
う
答
え
で
あ
っ
た
の
か
？　

一
方
の
所
有
を
證

明
す
る
説
明
で
あ
ろ
う
か
？　

諍
い
を
回
避
す
べ
き
だ
っ
た
と
い
う
辯
明
で
あ
ろ
う
か
？　

少
な
く
と
も
南
泉
の
手
か
ら

猫
を
救
い
得
る
一
句
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
南
泉
が
い
き
な
り
刀
（
僧
の
持
つ
剃
刀
）
を
持
っ
て
來
て
猫
を
捉
え
て

斬
っ
た
と
は
、
甚
だ
唐
突
な
展
開
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
猫
の
奪
い
合
い
の
仲
裁
と
は
異
な
る
南
泉
の
意
圖
が
あ
っ
た
と
考
え

ざ
る
を
得
な
い
。
南
泉
は
意
圖
し
て
殺
生
の
現
場
に
大
衆
を
追
い
込
み
、
殺
生
を
食
い
止
め
ら
れ
る
の
か
と
迫
っ
た
の
で
あ

る
。
夜
に
な
っ
て
外
か
ら
歸
っ
て
き
た
趙
州
に
、
南
泉
は
晝
間
の
出
來
事
を
話
し
、「
き
み
な
ら
ど
う
や
っ
て
猫
を
救
え
た

だ
ろ
う
か
？
」
と
問
う
た
。
明
ら
か
に
南
泉
は
猫
を
斬
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
て
い
る
口
吻
で
あ
る
。
行
き
が
か
り
上
、
斬
ら

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
大
衆
を
殺
生
の
現
場
に
追
い
込
ん
で
、
救
出
さ
せ
る
芝
居
を
打
っ
た
つ
も
り
が
、
み
づ
か
ら
が
殺

生
に
手
を
染
め
て
し
ま
っ
た
と
い
う
後
悔
で
あ
ろ
う
。
趙
州
は
そ
こ
で
咄
嗟
に
、
片
方
の
鞋
（
皮
底
の
布
ぐ
つ
）
を
脱
い
で
頭

に
載
せ
、
そ
れ
を
南
泉
に
見
せ
て
、
何
も
言
わ
ず
に
出
て
行
っ
た
。
こ
れ
は
何
の
意
圖
か
？　

猫
は
す
で
に
斬
ら
れ
た
の
で

あ
る
。「
鞋
を
頭
に
載
せ
る
」
と
は
顚
倒
の
謂
で
あ
ろ
う
。
趙
州
は
南
泉
の
何
を
顚
倒
と
見
た
の
か
？　

猫
は
殺
さ
れ
、
今

あ
る
の
は
南
泉
の
後
悔
の
念
の
み
で
あ
る
。
不
殺
生
戒
は
も
と
よ
り
佛
教
徒
の
守
る
べ
き
五
戒
の
第
一
で
あ
っ
た
が
、
し
か

し
大
乘
佛
教
に
至
っ
て
、
す
べ
て
の
存
在
は
空
に
し
て
無
相
無
我
と
見
た
。
な
ら
ば
殺
生
は
畢
竟
、
戒
を
犯
し
た
と
い
う
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「
罪
」
の
意
識
の
問
題
に
歸
す
る
。
猫
を
「
生
き
物
」
と
見
れ
ば
殺
生
で
あ
る
が
、
實
體
の
な
い
空
な
る
存
在
と
見
れ
ば
殺

生
に
當
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
南
泉
は
猫
を
取
り
合
う
諍
い
と
聞
い
て
、
こ
の
問
題
を
提
起
し
よ
う
と
、
刀
を
つ
か
ん
で
僧
堂

へ
走
り
、
寺
院
に
あ
っ
て
殺
生
を
犯
す
か
も
知
れ
ぬ
と
い
う
切
羽
詰
ま
っ
た
芝
居
を
打
っ
た
。
し
か
し
そ
の
意
圖
は
空
振
り

に
終
わ
り
、
結
果
南
泉
は
み
づ
か
ら
苦
汁
を
飲
ま
ざ
る
を
得
ず
、
趙
州
に
そ
の
苦
衷
を
告
白
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
れ

が
南
泉
の
顚
倒
で
あ
ろ
う
。
趙
州
は
南
泉
の
意
圖
と
結
末
を
見
抜
き
、「
そ
れ
は
顚
倒
で
し
た
」
と
動
作
で
暗
示
し
て
出
て

行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
も
は
や
師
弟
の
位
置
が
逆
轉
し
て
い
る
。

（
二
）
中
世
的
氣
風
の
南
泉
と
そ
の
批
判
者
從
諗

（
6
）「
灰
で
圍
む
」

南
泉
一
日
掩
却
方
丈
門
，
便
把
灰
圍
却
。
問
僧
云
：
「
道
得
即
開
門
。」
多
有
人
下
語
，
並
不
契
泉
意
。
師
云
：

「
蒼
天
，
蒼
天
！
」
泉
便
開
門
。［
一
二
﹈

（
南
泉
和
尚
は
あ
る
日
、
方
丈
の
戸
を
閉
め
て
し
ま
い
、
そ
の
前
を
灰
で
圍
ん
だ
。
そ
し
て
中
か
ら
言
っ
た
、「
ひ
と
こ
と
言
え
た

な
ら
、
戸
を
開
け
て
や
る
。」
多
く
の
僧
が
外
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
言
っ
た
が
、
ど
れ
も
和
尚
の
意
に
契
わ
な
か
っ
た
。
師
が
「
お
お
、

天
よ
！　

痛
ま
し
や
！
」
と
言
う
と
、
和
尚
は
戸
を
開
け
た
。）

南
泉
和
尚
が
自
室
の
方
丈
の
戸
を
閉
ざ
し
た
う
え
、
そ
の
外
に
灰
を
撒
い
て
圍
み
、
參
問
者
を
追
い
は
ら
う
擧
に
出
た
。

顔
之
推
『
顔
氏
家
訓
』
風
操
篇
に
江
南
と
河
北
の
葬
送
習
俗
の
違
い
を
敍
べ
た
一
節
が
あ
り
、
灰
を
門
前
に
撒
い
て
圍
む

の
は
江
南
河
北
を
通
じ
た
習
俗
で
あ
る
と
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
『
莊
子
』
に
「（
死
者
の
出
た
家
で
は
）
門
に
桃
の
枝
を
揷
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し
、
そ
の
下
に
灰
を
連
ね
る
と
鬼
は
恐
れ
る
」（『
藝
文
類
聚
』
卷
八
六
引
佚
文
）
と
あ
り
、
南
宋
洪
邁
編
『
夷
堅
乙
志
』
卷
一

九
「
韓
氏
放
鬼
」
に
も
、「
長
江
、
浙
江
沿
岸
地
域
の
人
び
と
は
巫ふ

覡げ
き

と
鬼
神
を
信
じ
、
人
が
死
ぬ
と
そ
の
魄
が
歸
っ
て
來

る
と
信
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
巫
が
占
っ
て
魄
の
歸
る
日
を
決
め
、
そ
の
日
に
な
る
と
一
家
の
人
は
み
な
外
に
出
て
避
け
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
を
〈
避ひ

煞さ
い

〉
と
稱
し
て
い
る
。
柩
を
安
置
し
て
い
た
室
に
は
屈
強
な
下
男
か
僧
に
控
え
て
も
ら
い
、
地
面
に

灰
を
撒
く
。
翌
日
に
そ
の
跡
を
見
る
と
、
人
で
あ
っ
た
り
異
物
で
あ
っ
た
り
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。」（
中
華
書
局
、
一
九
八
一

年
）
と
言
い
、
古
く
か
ら
民
間
で
行
わ
れ
て
い
た
習
俗
で
、
俗
信
で
は
灰
に
辟へ
き

邪じ
ゃ

の
功
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
（
以
上
は
王
利

器
『
顔
氏
家
訓
集
解
』
増
補
本
注
所
引
）。
南
泉
和
尚
が
こ
こ
で
方
丈
の
戸
口
に
灰
を
撒
い
た
の
は
、
僧
衆
を
死
し
て
つ
き
ま
と

う
亡
靈
に
見
立
て
て
、
入
室
を
拒
絶
し
た
の
で
あ
る
。
南
泉
和
尚
が
「
一
句
言
え
た
ら
、
戸
を
開
け
よ
う
」
と
言
っ
た
の

は
、
南
泉
山
の
僧
衆
に
何
を
期
待
し
た
の
か
？　

入
室
し
て
參
問
請
益
す
る
こ
と
は
僧
衆
の
な
す
べ
き
喫
緊
の
事
で
は
あ
っ

た
が
、
南
泉
自
身
は
「
佛
は
道
を
會え

せ
ず
。
我
自
ら
修
行
せ
ん
。
知
を
用
い
て
作
い
か
ん
せ
ん麼
？
」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
八
「
南
泉
上
堂

語
」）
と
言
っ
た
。
こ
れ
が
南
泉
の
意
圖
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
對
し
て
趙
州
は
中
に
い
る
南
泉
和
尚
に
向
か
っ
て
、「
蒼
天
，
蒼
天
！
」
と
叫
ん
だ
。「
蒼
天
，
蒼
天
！
」（
お
お
、

天
よ
！　

痛
ま
し
や
！
）
と
は
死
者
を
弔
う
哀
辭
で
、
六
朝
時
代
河
北
の
習
俗
と
し
て
『
顔
氏
家
訓
』
風
操
篇
に
説
明
が
あ
る
。

こ
こ
で
趙
州
は
南
泉
和
尚
を
死
者
あ
つ
か
い
し
て
、「
和
尚
の
對
應
こ
そ
が
歎
か
る
べ
き
で
す
ぞ
」
と
應
じ
た
の
で
あ
る
。

南
泉
和
尚
は
逆
に
驚
い
て
、
つ
い
方
丈
の
戸
を
開
け
て
顔
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。
ふ
た
り
し
て
兒
戯
に
類
す
る
應
酬
を
し
た

話
で
あ
る
が
、
禪
に
お
け
る
方
便
接
化
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
の
問
題
に
か
か
わ
る
一
則
で
あ
る
。

（
7
）「
水
牯
牛
」

師
問
南
泉
：
「
知
有
底
人
，
向
什
麼
處
去
？
」
泉
云
：
「
山
前
檀
越
家
作
一
頭
水
牯
牛
去
。」
師
云
：
「
謝
和
尚
指
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示
！
」
泉
云
：
「
昨
夜
三
更
月
到
窗
。」［
四
﹈

（
師
は
南
泉
に
問
う
た
、「〈
有
る
こ
と
を
知
る
〉
人
は
ど
こ
へ
行
く
の
で
し
ょ
う
か
？
」
南
泉
、「
山
下
の
檀
越
の
家
の
水
牯
牛
に

生
ま
れ
變
わ
る
。」
師
、「
お
答
え
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
南
泉
、「
昨
晩
眞
夜
中
に
月
が
窻
に
か
か
る
の
が
見
え
た
。」）

『
聯
燈
會
要
』
卷
四
「
南
泉
章
」
は
趙
州
の
問
い
を
「
和
尚
百
年
後
、
甚い

づ

こ
麼
處
に
か
去
く
？
」
と
す
る
。
ま
た
『
祖
堂

集
』
卷
一
六
「
南
泉
章
」、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
八
「
南
泉
章
」
で
は
、
南
泉
臨
終
時
の
首
座
と
の
問
答
に
、
南
泉
は
自
身
の

死
後
水
牯
牛
に
生
ま
れ
か
わ
る
と
言
っ
て
い
る
。

「〈
有
る
こ
と
を
知
る
〉
人
」
と
い
う
目
的
語
を
わ
ざ
と
伏
せ
た
言
い
か
た
は
、
南
泉
が
初
め
て
使
っ
た
特
徴
あ
る
語
。

何
が
「
有
る
」
の
か
は
、
南
泉
が
説
法
で
よ
く
使
っ
て
い
た
か
ら
、
南
泉
山
で
は
了
解
さ
れ
て
い
た
。
南
泉
自
身
は
そ
れ
を

「
道
」、「
無
量
劫
來
不
變
異
の
性
」（
太
古
以
來
變
わ
る
こ
と
の
な
い
本
性
）
と
言
っ
て
い
る
。
南
泉
は
ま
た
、「
祖
佛
は
〈
有
る
こ

と
〉
を
知
ら
ぬ
。
貍
奴
白
牯
は
却
っ
て
〈
有
る
こ
と
〉
を
知
る
」（『
祖
堂
集
』
卷
一
六
「
南
泉
章
」）
と
言
っ
た
、
そ
の
「
祖
佛
」

と
は
ひ
と
び
と
が
觀
念
と
し
て
抱
い
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
れ
ら
は
「
衆
生
」
を
悟
ら
せ
救
濟
し
よ
う
と
種
々
の
方
便

を
め
ぐ
ら
す
。
そ
れ
は
南
泉
の
考
え
る
「
道
」
の
保
持
の
し
か
た
で
は
な
い
ゆ
え
に
、「
道
が
有
る
（「
道
」
を
保
持
す
る
）
こ
と

を
知
ら
ぬ
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。「
貍
奴
白
牯
」（
猫
と
牛
）
は
、「
祖
佛
」
に
對
置
し
て
持
ち
出
さ
れ
た
も
の
で
、
か
れ
ら

に
は
煩
惱
が
な
く
、
祖
師
や
佛
陀
に
な
ろ
う
と
も
思
わ
ず
、「
衆
生
」
を
濟
度
し
よ
う
と
も
思
わ
ぬ
か
ら
、
却
っ
て
「
道
」

が
わ
か
っ
て
い
る
、
自
己
を
知
っ
て
い
る
の
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。「
水
牯
牛
」
は
耕
作
に
役
使
す
る
牡
の
水
牛
で
、
水
牛

に
轉
生
す
る
と
は
、
人
が
生
前
の
借
金
を
還
債
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
死
後
債
主
の
家
の
牛
と
な
っ
て
驅
使
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
還
債
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
畜
類
償
債
譚
」
で
あ
る
が
、
南
泉
が
水
牯
牛
に
生
ま
れ
變
わ
る
と
い
う
場
合
の
負
債
と
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は
、
出
家
者
が
信
者
か
ら
の
信
施
を
受
け
て
生
活
し
て
い
な
が
ら
、
禪
僧
と
し
て
施
主
に
報
ゆ
る
あ
り
う
べ
き
修
行
が
で
き

て
い
な
い
と
い
う
正
直
な
慙
愧
の
表
明
で
あ
ろ
う
。
趙
州
は
南
泉
の
正
直
な
告
白
と
し
て
こ
れ
を
受
け
止
め
、
心
に
銘
記
し

た
。

（
8
）「
水
牯
牛
を
牽
い
て
巡
堂
す
」

師
在
南
泉
時
，
泉
牽
一
頭
水
牯
牛
，
入
僧
堂
內
，
巡
堂
而
轉
。
首
座
乃
向
牛
背
上
三
拍
，
泉
便
休
去
。
師
後
將
一
束

草
安
首
座
面
前
，
首
座
無
對
。［
五
﹈

（
師
が
南
泉
山
に
い
た
時
、
南
泉
和
尚
が
一
頭
の
水
牯
牛
を
引
っ
張
っ
て
來
て
、
僧
堂
内
に
牛
を
入
れ
、
ぐ
る
り
と
一
巡
し
て
、
出

て
行
こ
う
と
し
た
。
堂
内
に
い
た
首
座
が
そ
の
牛
の
背
を
ポ
ン
ポ
ン
ポ
ン
と
三
度
手
で
打
つ
と
、
南
泉
和
尚
は
參
っ
て
し
ま
っ
た
。

師
は
あ
と
で
そ
の
こ
と
を
聞
く
と
、
秣
草
を
一
束
持
っ
て
首
座
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、
そ
の
前
に
置
い
た
。
首
座
は
何
も
言
え
な
か
っ

た
。）

南
泉
和
尚
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
水
牯
牛
を
牽
い
て
僧
堂
内
を
一
巡
し
た
の
は
、
首
座
を
は
じ
め
僧
堂

で
坐
禪
を
し
て
い
る
僧
衆
に
、「
そ
う
し
た
坐
に
執
わ
れ
た
修
行
を
し
て
い
る
と
、
い
ず
れ
水
牯
牛
に
な
る
ぞ
！
」
と
い
う

警
告
で
あ
ろ
う
。
南
泉
は
「〈
有
る
こ
と
を
知
る
〉
底
の
人
は
什
麼
處
に
か
去
く
？
」（『
祖
堂
集
』
で
は
「
和
尚
百
年
後
、
什
摩
處
に

か
去
く
？
」）
と
問
わ
れ
て
、
南
泉
自
身
が
「
山
前
の
檀
越
家
に
一
頭
の
水
牯
牛
と
作な

り
去
ら
ん
」
と
言
っ
た
。
水
牯
牛
に
な

る
と
は
、
禪
僧
と
な
っ
て
信
施
に
恥
じ
な
い
修
行
生
活
を
送
ら
ず
、
そ
の
報
い
に
よ
っ
て
牛
に
生
ま
れ
變
わ
っ
て
償
債
す
る

こ
と
。
そ
れ
は
南
泉
の
自
己
へ
の
戒
め
で
あ
っ
た
。
首
座
が
牛
の
背
を
手
で
三
回
輕
く
敲
い
た
の
は
な
ぜ
か
？　
「
三
拍
」
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と
い
う
所
作
は
密
教
の
罪
業
消
滅
の
祈
禱
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。
首
座
は
こ
の
所
作
に
よ
っ
て
南
泉
の
水
牯
牛
の
罪
を
祓
っ

て
や
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
趙
州
は
の
ち
南
泉
か
ら
こ
の
こ
と
を
聞
き
、
す
ぐ
に
草
を
一
束
持
っ
て
、
坐
禪
を
し
て
い
る
首
座

の
前
に
置
い
た
。
南
泉
和
尚
の
警
告
を
わ
が
事
と
し
て
受
け
止
め
ず
、
三
拍
す
る
所
作
で
罪
業
を
消
滅
さ
せ
た
つ
も
り
の

首
座
に
、「
そ
な
た
は
す
で
に
水
牯
牛
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
秣
草
を
喰
ら
え
！
」
と
ば
か
り
に
、
眼
の
前
に
置
い
て

や
っ
た
の
で
あ
る
。

（
9
）「
異
類
」

師
問
南
泉
：
「
異
即
不
問
，
如
何
是
類
？
」
泉
以
兩
手
托
地
，
師
便
踏
倒
，
却
歸
涅
槃
堂
内
，
叫
：
「
悔
，
悔
！
」

泉
聞
，
乃
令
人
去
問
：
「
悔
箇
什
麼
？
」
師
云
：
「
悔
不
剩
與
兩
踏
。」［
一
〇
﹈

（
師
は
南
泉
に
問
う
た
、「
異
は
問
い
ま
せ
ん
。
何
を
も
っ
て
類
と
な
さ
る
か
？
」
南
泉
は
兩
手
を
地
に
つ
け
四
つ
ん
這
い
に
な
っ

て
見
せ
た
。
す
る
と
師
は
脚
で
南
泉
を
蹴
り
倒
し
、
涅
槃
堂
内
に
歸
っ
て
、
大
聲
で
わ
め
い
た
、「
あ
あ
、
悔
し
い
、
悔
し
い
！
」
そ

の
聲
が
南
泉
に
聞
こ
え
た
の
で
、
人
を
遣
っ
て
問
い
た
だ
し
た
、「
何
を
悔
や
ん
で
お
る
の
か
？
」
師
、「
も
っ
と
何
度
も
蹴
り
倒
し

て
や
ら
な
か
っ
た
の
が
悔
し
い
。」）

南
泉
は
趙
州
の
問
い
に
對
し
て
、
異
類
（
畜
生
）
の
四
つ
ん
這
い
の
姿
勢
を
取
っ
て
答
え
と
し
た
。「
そ
ん
な
問
い
で
は
、

畜
生
に
生
ま
れ
變
わ
る
し
か
な
い
ぞ
！
」
趙
州
は
四
つ
ん
這
い
に
な
っ
て
畜
生
の
姿
を
し
て
見
せ
た
南
泉
和
尚
を
蹴
り
倒

し
、
走
っ
て
涅
槃
堂
へ
歸
っ
た
。
こ
こ
で
初
め
て
こ
の
問
答
が
な
さ
れ
た
情
況
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
趙
州
は
こ
の
時
、
病

ん
で
涅
槃
堂
に
起
居
し
て
い
た
の
で
あ
る
。「
死
ん
で
畜
生
に
生
ま
れ
變
わ
る
ぞ
！
」
と
い
う
南
泉
の
し
ぐ
さ
（
身
體
言
語
）
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に
、
趙
州
は
南
泉
を
蹴
り
倒
し
て
ま
だ
足
り
ず
、「
も
っ
と
蹴
っ
て
蹴
っ
て
蹴
り
ま
く
っ
て
や
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
た
。

趙
州
が
か
く
も
怒
り
を
露
わ
に
し
た
の
は
な
ぜ
か
？　

こ
れ
ほ
ど
激
し
い
反
應
を
引
き
起
こ
し
た
の
は
、
趙
州
に
と
っ
て
死

が
現
實
的
に
迫
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
激
し
い
嫌
惡
は
「
地
獄
説
」
と
い
う
中
世
的
信
仰
へ
の
反
撥
で
あ
ろ
う
。
墮

地
獄
、
轉
生
、
六
道
輪
廻
と
い
う
迷
信
の
打
破
は
禪
宗
が
早
く
か
ら
揭
げ
た
旗
印
で
あ
っ
た
（
達
摩
の
『
二
入
四
行
論
』。
唐
代
の

作
と
さ
れ
る
）。
地
獄
は
中
世
の
佛
教
が
作
り
あ
げ
た
巨
大
な
暴
力
裝
置
で
あ
り
、
人
々
を
「
益
ま
す
惧お
そ

れ
て
法
を
奉
ず
」（『
冥

祥
記
』「
馬
虔
伯
」
條
）
と
い
う
情
況
に
陷
れ
た
。
禪
宗
は
そ
れ
が
人
間
の
作
り
出
し
た
迷
妄
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で

あ
る
。
地
獄
が
妄
想
な
ら
ば
、
そ
の
對
極
に
あ
る
天
堂
は
む
ろ
ん
、
佛
教
學
上
の
佛
さ
え
も
妄
想
の
所
産
で
あ
る
。
臨
濟
義

玄
は
言
う
、「
夫か

の
眞
の
學が
く

道ど
う

人に
ん

の
如
き
は
、
並た

え
て
佛
を
取も
と

め
ず
、
菩
薩
、
羅
漢
を
取も
と

め
ず
、
三
界
の
殊
勝
を
取も
と

め
ず
し

て
、
逈け

い

然ね
ん

と
し
て
獨ど
く

脱だ
つ

し
、
物
の
與た
め

に
拘こ
う

せ
ら
れ
ず
。
乾け
ん

坤こ
ん

の
倒さ
か
し
ま覆
と
な
る
と
も
、
我
は
更た

え
て
疑
わ
ず
。
十
方
の
諸
佛
の

現げ
ん

前ぜ
ん

す
る
と
も
、
一い
ち

念ね
ん

た
り
と
も
心
の
喜
ぶ
こ
と
無
く
、
三さ
ん

塗づ

地
獄
の
頓
に
現あ
ら

わ
る
る
と
も
、
一い
ち

念ね
ん

た
り
と
も
心
の
怖お
そ

る
る

こ
と
無
し
。
何
に
緣よ

り
て
か
此か
く

の
如
く
な
る
？　

我
は
諸
法
の
空く
う

相そ
う

な
る
こ
と
、
變へ
ん

ず
れ
ば
即
ち
有
り
、
變
ぜ
ざ
れ
ば
即
ち

無
く
、
三さ

ん

界が
い

は
唯ゆ
い

心し
ん

、
萬ま
ん

法ぼ
う

は
唯ゆ
い

識し
き

な
る
を
見
れ
ば
な
り
」（『
臨
濟
錄
』
示
衆
七
）。
こ
れ
こ
そ
が
近
世
人
の
考
え
か
た
で
あ
っ

た
。南

泉
普
願
は
こ
の
よ
う
に
、「
灰
で
圍
む
」、「
水
牯
牛
に
生
ま
れ
變
わ
る
」
と
い
っ
た
中
世
的
な
土
俗
的
信
仰
の
氣
風
に

深
く
染
ま
っ
た
禪
僧
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
「
佛
陀
や
達
磨
よ
り
も
猫
や
牛
の
ほ
う
が
ま
し
だ
」
と
言
い
放
ち
、「
佛
教
に
依

存
す
る
の
で
は
な
く
、
ひ
と
り
孤
獨
に
修
行
し
て
、
佛
陀
が
法
を
説
き
出
す
以
前
の
、
太
古
よ
り
變
易
せ
ぬ
道
を
悟
れ
」
と

言
っ
た
徹
底
し
た
中
國
的
禪
僧
で
あ
っ
た
が
、
か
れ
自
身
も
濃
厚
な
中
世
的
迷
信
の
土
俗
信
仰
の
中
に
あ
っ
た
。
燈
史
に
は

か
れ
に
ま
つ
わ
る
そ
の
種
の
逸
話
が
記
錄
さ
れ
て
い
る
。
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師
有
一
日
法
堂
上
坐
，
忽
然
喝
一
聲
，
侍
者
驚
訝
，
上
和
尚
處
看
，
並
無
人
。
大
師
曰
：
「
汝
去
涅
槃
堂
裏
看
，
有

一
僧
死
也
無
？
」
侍
者
到
於
半
路
，
逢
見
涅
槃
堂
主
著
納
衣
走
上
來
，
侍
者
云
：
「
和
尚
教
專
甲
看
涅
槃
堂
裏
有
一

人
死
也
無
。」
堂
主
對
曰
：
「
適
來
有
一
僧
遷
化
，
特
來
報
和
尚
。」
兩
人
共
去
向
和
尚
説
。
停
騰
之
間
，
更
有
一
人

來
報
和
尚
云
：
「
適
來
遷
化
僧
却
來
也
！
」
和
尚
問
其
僧
：
「
病
僧
道
什
摩
？
」
其
僧
云
：
「
要
見
和
尚
。」
師
便
下

涅
槃
堂
裏
，
問
病
僧
：
「
適
來
什
摩
處
去
來
？
」
病
僧
云
：
「
冥
中
去
來
。」
師
曰
：
「
作
摩
生
？
」
僧
云
：
「
行
得

百
里
地
，
脚
手
登
痛
，
行
不
得
，
又
渴
水
。
忽
然
有
玉
女
，
喚
入
大
樓
臺
閣
上
。
某
甲
行
乏
辛
苦
，
欲
得
上
樓
閣
。
始

上
次
，
傍
有
一
个
老
和
尚
喝
某
甲
不
許
上
。
纔
聞
喝
聲
，
則
便
驚
訝
，
抽
身
仰
倒
。
今
日
再
得
見
和
尚
也
。」
師
喝
嘖

云
：
「
可
謂
好
樓
閣
！　

若
不
遇
老
僧
，
洎
入
火
客
屋
裏
造
猪
！
」
從
此
後
，
其
僧
修
福
作
利
益
，
日
夜
不
停
，
直
到

手
指
三
分
只
有
一
分
底
。
年
到
七
十
後
，
坐
化
而
去
也
。
呼
爲
南
泉
道
者
也
。（『
祖
堂
集
』
卷
一
六
「
南
泉
章
」）

（
師
は
あ
る
日
、
法
堂
に
坐
し
て
い
て
、
突
如
喝
聲
を
發
し
た
。
侍
者
は
び
っ
く
り
し
て
、
和
尚
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
見
た
が
、
ほ

か
に
誰
も
い
な
い
。
師
は
言
っ
た
、「
そ
な
た
は
涅
槃
堂
へ
行
っ
て
、
死
者
が
出
た
か
を
見
て
き
て
く
れ
。」
侍
者
が
途
中
ま
で
行
っ

た
と
こ
ろ
で
、
涅
槃
堂
主
が
衲
衣
を
著
け
て
走
っ
て
來
た
の
に
出
く
わ
し
た
。
侍
者
、「
和
尚
が
わ
た
し
に
涅
槃
堂
で
死
者
が
出
た

か
、
見
て
來
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
の
で
す
。」
堂
主
、「
さ
き
ほ
ど
僧
が
遷
化
し
た
の
で
、
和
尚
に
報
告
に
參
っ
た
。」
そ
こ
で
二
人

し
て
和
尚
に
話
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
別
の
僧
が
報
告
に
來
た
。「
さ
っ
き
遷
化
し
た
僧
が
生
き
返
り
ま
し
た
！
」
和
尚
、「
病
氣

の
僧
は
何
と
言
っ
て
い
る
の
か
？
」
僧
、「
和
尚
に
お
目
に
か
か
り
た
い
と
の
こ
と
で
す
。」
師
は
さ
っ
そ
く
涅
槃
堂
へ
行
っ
て
、
病

僧
に
問
う
た
、「
さ
き
ほ
ど
は
ど
こ
へ
行
っ
て
い
た
の
か
？
」
病
僧
、「
冥
界
を
さ
ま
よ
っ
て
お
り
ま
し
た
。」
師
、「
そ
れ
で
、
ど
う

だ
っ
た
の
か
？
」
病
僧
、「
わ
た
く
し
、
百
里
ほ
ど
歩
い
た
と
こ
ろ
で
、
手
足
が
ひ
ど
く
痛
み
ま
し
て
、
そ
れ
以
上
歩
け
ず
、
ま
た
ひ

ど
く
喉
が
渴
い
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
ふ
と
美
女
が
樓
閣
の
上
か
ら
上
が
っ
て
お
い
で
と
聲
を
か
け
て
來
ま
す
。
わ
た
く
し
は
く
た
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び
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
樓
閣
に
上
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
上
が
り
始
め
た
そ
の
時
、
そ
ば
に
老
和
尚
が
現
わ
れ
て
、
わ
た
く
し
を

怒
鳴
っ
て
制
止
し
ま
す
。
怒
鳴
り
聲
を
聞
く
や
、
わ
た
し
は
び
っ
く
り
し
て
仰
向
け
に
ひ
っ
く
り
返
り
、
今
日
ふ
た
た
び
和
尚
に
お

目
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
た
次
第
で
す
。」
師
は
叱
責
し
て
言
っ
た
、「
た
い
し
た
樓
閣
よ
！　

も
し
そ
こ
で
わ
し
に
遇
わ
な
か
っ
た

ら
、
遊
廓
で
豚
に
な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
ぞ
！
」
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
そ
の
僧
は
日
夜
懸
命
に
修
福
に
打
ち
込
み
、
指
が
三
分
の

一
に
な
る
ま
で
燃
指
供
養
を
し
て
、
七
十
歲
に
な
っ
て
坐
化
し
た
。
こ
れ
が
有
名
な
南
泉
道
者
と
呼
ば
れ
た
人
で
あ
る
。）

こ
れ
は
一
種
の
再
生
譚
で
、
南
泉
普
願
が
冥
界
を
行
き
來
す
る
靈
能
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
六
朝
か
ら
唐
代
に
か

け
て
『
法
華
經
』、『
金
剛
經
』
信
仰
が
産
み
出
し
、
さ
か
ん
に
唱
道
さ
れ
た
冥
界
説
話
の
世
界
で
あ
る
。

師
擬
取
明
日
遊
莊
舍
。
其
夜
土
地
神
先
報
莊
主
，
莊
主
乃
預
爲
備
。
師
到
問
莊
主
：
「
爭
知
老
僧
來
，
排
辦
如

此
？
」
莊
主
云
：
「
昨
夜
土
地
報
道
和
尚
今
日
來
。」
師
云
：
「
王
老
師
修
行
無
力
，
被
鬼
神
覷
見
！
」
有
僧
便
問
：

「
和
尚
既
是
善
知
識
，
爲
什
麼
被
鬼
神
覷
見
？
」
師
云
：
「
土
地
前
更
下
一
分
飯
。」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
八
「
南
泉
章
」）

（
師
は
翌
日
莊
田
へ
行
く
こ
と
に
し
た
。
前
の
晩
、
土
地
神
が
そ
の
こ
と
を
先
に
莊
主
に
傳
え
た
の
で
、
莊
主
は
準
備
を
し
て
待
っ

て
い
た
。
師
は
到
著
し
て
か
ら
莊
主
に
問
う
た
、「
ど
う
し
て
わ
し
が
來
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
、
こ
ん
な
に
準
備
が
で
き
た
の
か
？
」

莊
主
、「
昨
夜
土
地
神
が
今
日
の
和
尚
の
お
い
で
を
教
え
て
く
れ
た
の
で
す
。」
師
、「
あ
あ
！　

わ
し
の
修
行
は
無
力
だ
っ
た
！　

鬼

神
に
心
を
見
破
ら
れ
た
と
は
！
」
そ
の
時
あ
る
僧
が
問
う
た
、「
和
尚
の
よ
う
な
立
派
な
善
知
識
が
、
ど
う
し
て
鬼
神
に
心
を
見
破
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、「
土
地
神
に
一
椀
の
飯
を
供
え
て
や
っ
て
く
れ
。」）
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何
と
し
た
こ
と
か
、
こ
れ
は
「
禪
修
行
に
よ
っ
て
鬼
神
を
驅
使
す
べ
き
な
の
に
、
逆
に
鬼
神
に
心
の
動
き
を
讀
ま
れ
た

と
は
情
け
な
い
」
と
言
わ
ん
が
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
の
説
話
は
禪
修
行
が
神
通
力
を
得
る
神
秘
的
な
魔
術
で
あ
る
と
見
な
す

鬼
神
禪
の
南
北
朝
時
代
に
逆
戻
り
し
た
か
の
よ
う
な
、
い
か
に
も
中
世
的
な
話
で
あ
る
。

禪
宗
は
早
く
か
ら
「
地
獄
説
」
の
迷
妄
の
打
破
を
揭
げ
て
い
た
し
、
近
世
史
に
お
け
る
「
迷
信
排
除
」
は
「
中
世
否
定

の
精
神
」
の
重
要
な
一
環
で
あ
っ
た
（
宮
崎
市
定
「
世
界
史
序
説
」、『
ア
ジ
ア
史
論
』
中
公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
）。
南
泉
に
見
ら
れ
る

「
水
牯
牛
へ
の
轉
生
」、「
畜
類
償
債
譚
」、「
灰
の
辟
邪
信
仰
」、「
鬼
神
禪
」
は
む
ろ
ん
南
泉
禪
の
主
體
で
は
な
い
が
、
か
れ

の
「
佛
教
が
生
み
出
さ
れ
る
以
前
の
地
平
に
お
い
て
、
ひ
と
り
孤
獨
に
修
行
せ
よ
」、「
太
古
よ
り
變
易
す
る
こ
と
な
き
道
を

悟
れ
」
と
い
う
回
歸
の
主
張
（「
近
世
史
的
發
展
は
多
く
古
代
の
復
興
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
揭
げ
る
」
宮
崎
市
定
、
同
上
）
は
、
當
時

の
佛
教
教
理
學
の
隆
盛
の
結
果
が
も
た
ら
し
た
人
間
的
解
脱
の
實
踐
か
ら
の
乖
離
と
國
家
庇
護
下
に
起
こ
っ
た
既
成
教
團
の

墮
落
に
對
し
て
發
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
か
れ
の
思
想
に
は
な
お
も
中
世
的
な
土
俗
信
仰
の
色
彩
が
濃
厚
な
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
對
し
て
趙
州
が
こ
の
中
世
的
氣
風
を
嫌
惡
し
、
師
と
い
え
ど
も
容
赦
な
い
批
判
を
浴
び
せ
て
い
る
の
は
、

二
人
の
思
想
的
立
ち
位
置
の
違
い
を
鮮
や
か
に
示
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

で
は
「
中
世
的
」
な
南
泉
の
禪
に
對
す
る
趙
州
の
「
近
世
的
」
な
禪
思
想
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
か
？　

こ
の

問
題
は
、「
趙
州
和
尚
の
行
脚
」、「
趙
州
觀
音
院
に
お
け
る
接
化
」
の
諸
則
の
研
究
を
踏
ま
え
て
考
察
す
べ
き
も
の
で
あ
る

が
、「
南
泉
山
で
の
修
行
時
代
」
に
お
け
る
南
泉
と
の
や
り
と
り
か
ら
、
馬
祖
の
「
即
心
即
佛
」
を
め
ぐ
る
南
泉
と
趙
州
の

對
話
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

（
10
）「
心
は
佛
に
あ
ら
ず
、
智
は
道
に
あ
ら
ず
」　

師
問
南
泉
云
：
「
心
不
是
佛
，
智
不
是
道
，
還
有
過
也
無
？
」
泉
云
：
「
有
。」
師
云
：
「
過
在
什
麼
處
？　

請
師



165

禅文化研究所紀要 第36号（令和5年5月）

道
。」
泉
遂
擧
，
師
便
出
去
。［
一
三
﹈

（
師
は
南
泉
和
尚
に
問
う
た
、「
和
尚
は
〈
心
は
佛
で
は
な
い
。
智
は
道
で
は
な
い
〉
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
誤
り
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
？
」
南
泉
、「
誤
り
だ
っ
た
。」
師
、「
ど
こ
が
誤
り
だ
っ
た
の
か
、
言
っ
て
く
だ
さ
い
。」
そ
こ
で
南
泉
が
言
お
う
と
し
た
と
た

ん
、
趙
州
は
さ
っ
と
出
て
行
っ
た
。）

「
心
不
是
佛
，
智
不
是
道
」
を
南
泉
の
句
と
し
て
趙
州
は
取
り
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
の
句
が
言
わ
れ
た
背
景
に
は
次
の
よ

う
な
経
緯
が
あ
る
。
馬
祖
が
「
即
心
即
佛
」（
心
こ
そ
が
佛
で
あ
る
。「
即
心
是
佛
」、「
是
心
是
佛
」
と
も
言
う
）
を
創
唱
し
た
の
ち
、
こ

れ
が
テ
ー
ゼ
な
い
し
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
流
行
し
た
こ
と
に
危
惧
を
抱
い
た
馬
祖
は
、
あ
ら
た
め
て
「
非
心
，
非
佛
」（
そ
れ

は
心
で
は
な
い
、
そ
れ
は
佛
で
は
な
い
）
と
言
い
、
ま
た
「
不
是
心
，
不
是
佛
，
不
是
物
」（
そ
れ
は
心
で
は
な
い
、
そ
れ
は
佛
で
は
な
い
、
そ

れ
は
物
で
は
な
い
）
と
も
言
っ
た
（『
祖
堂
集
』
卷
一
六
「
南
泉
章
」）。「
即
心
即
佛
」
と
「
非
心
，
非
佛
」、「
不
是
心
，
不
是
佛
，
不

是
物
」
の
關
係
は
、
後
者
が
前
者
を
そ
れ
ぞ
れ
否
定
し
た
言
説
な
の
で
は
な
く
、
相
補
的
に
と
ら
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

「
即
心
即
佛
」
と
肯
定
的
に
言
う
の
も
、「
非
心
，
非
佛
」、「
不
是
心
，
不
是
佛
，
不
是
物
」
と
否
定
的
に
言
う
の
も
方
便

に
過
ぎ
ず
、「
道
」、「
本
性
」
そ
れ
自
體
と
は
關
わ
り
が
な
い
。
南
泉
が
「
心
不
是
佛
，
智
不
是
道
」
と
言
っ
た
の
も
同
じ

道
理
で
あ
る
。
南
泉
の
言
っ
た
「
心
不
是
佛
」
は
「
即
心
是
佛
」
の
否
定
の
形
で
あ
り
、「
智
不
是
道
」
は
知
解
の
否
定
で

あ
る
。
本
則
で
趙
州
が
「
還は

た
過と
が

有
り
や
？
」
と
問
う
た
の
は
、
南
泉
の
意
圖
を
知
っ
た
う
え
で
の
問
い
で
あ
ろ
う
。「
心

不
是
佛
，
智
不
是
道
」
と
言
っ
た
ば
か
り
に
、
ま
た
も
や
い
ら
ざ
る
葛
藤
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ゆ

え
に
趙
州
は
「
そ
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
の
が
、
誤
り
だ
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
か
？
」
と
問
う
た
。
南
泉
は
み
ず
か
ら
、

「
そ
の
よ
う
に
言
っ
た
こ
と
は
誤
っ
て
い
た
」
と
認
め
、
趙
州
は
さ
ら
に
「
ど
こ
が
誤
り
か
、
ご
自
身
で
言
っ
て
く
だ
さ
い
」
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と
追
い
詰
め
た
。
南
泉
は
し
か
た
な
く
、
よ
け
い
な
説
明
の
言
葉
を
ま
た
言
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
何
か
を
言
お
う
と
し

た
と
こ
ろ
、
趙
州
は
さ
っ
と
出
て
行
っ
た
。「
お
わ
か
り
な
ら
、
も
う
け
っ
こ
う
で
す
。
こ
れ
以
上
言
わ
れ
な
く
と
も
」
と

い
う
つ
も
り
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
則
に
は
異
傳
が
あ
り
、
そ
こ
で
南
泉
は
趙
州
の
對
應
を
是
認
し
て
い
る
。

師
有
時
云
：
「
江
西
馬
祖
説
〈
即
心
即
佛
〉，
王
老
師
不
恁
麼
道
。〈
不
是
心
，
不
是
佛
，
不
是
物
。〉
恁
麼
道
，
還

有
過
麼
？
」
趙
州
禮
拜
而
出
。
時
有
一
僧
，
隨
問
趙
州
云
：
「
上
座
禮
拜
了
便
出
，
意
作
麼
生
？
」
趙
州
云
：
「
汝

却
問
取
和
尚
。」
僧
上
問
曰
：
「
適
來
諗
上
座
意
作
麼
生
？
」
師
云
：
「
他
却
領
得
老
僧
意
旨
。」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
八

「
南
泉
章
」）

（
師
は
あ
る
時
に
言
っ
た
、「
江
西
の
馬
祖
は
〈
心
こ
そ
が
佛
だ
〉
と
言
わ
れ
た
が
、
わ
た
し
は
そ
う
は
言
わ
ぬ
。〈
そ
れ
は
心
で
は

な
い
、
そ
れ
は
佛
で
は
な
い
、
そ
れ
は
物
で
は
な
い
〉。
こ
う
言
う
こ
と
に
誤
り
が
あ
る
だ
ろ
う
か
？
」
趙
州
は
聞
い
て
、
禮
拜
し
て

出
て
行
っ
た
。
そ
の
時
、
ひ
と
り
の
僧
が
追
っ
か
け
て
行
っ
て
訊
ね
た
、「
そ
な
た
が
禮
拜
し
て
出
て
行
っ
た
の
は
、
ど
う
い
う
つ
も

り
な
の
か
？
」
趙
州
、「
和
尚
に
訊
い
て
く
れ
。」
僧
は
方
丈
へ
行
っ
て
質
問
し
た
、「
さ
き
ほ
ど
諗
上
座
は
ど
う
い
う
つ
も
り
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
は
答
え
た
、「
か
れ
は
わ
た
し
の
氣
も
ち
を
受
け
と
め
て
く
れ
た
の
だ
。」）

趙
州
は
南
泉
に
、
過
ち
を
み
ず
か
ら
言
う
よ
う
に
仕
向
け
た
が
、
南
泉
は
巧
み
に
そ
れ
を
避
け
て
言
わ
ず
、
こ
こ
で

「
從
諗
は
わ
か
っ
て
い
た
」
と
だ
け
答
え
た
の
で
あ
る
。
趙
州
は
何
を
「
わ
か
っ
て
い
た
」
の
か
？　
「
道
」
に
つ
い
て
の
詮

議
に
は
陷
穽
が
あ
り
、「
道
と
は
し
か
じ
か
で
あ
る
」、
ま
た
「
道
と
は
し
か
じ
か
で
は
な
い
」
と
言
う
こ
と
は
、
畢
竟
戲
論

に
墮
す
る
ほ
か
な
く
、
不
毛
な
こ
と
が
明
ら
か
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
結
局
、『
趙
州
錄
』
の
冒
頭
に
、
趙
州
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が
南
泉
に
問
う
、「
如
何
な
る
か
是
れ
道
？
」
南
泉
云
く
、「
平
常
心
こ
そ
是
れ
道
な
り
」
の
問
答
が
あ
り
、
こ
れ
を
起
點
に

し
て
、
途
中
に
數
反
の
や
り
と
り
が
あ
り
、
再
び
こ
こ
へ
と
環
流
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
れ
は
必
要
な
過
程
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
一
巡
し
た
あ
と
は
、「
平
常
心
こ
そ
是
れ
な
り
」
に
得
心
し
て
、
か
く
生
き
る
の
み
で
あ
る
こ
と
が

確
信
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
道
」
な
る
も
の
を
人
の
う
か
が
い
知
れ
ぬ
暗
黑
の
當
體
と
し
て
手
を
こ
ま
ぬ
く
か
、
も
し
く
は
「
道
」
の
體
得
に
至
る

氣
の
遠
く
な
る
底
の
、
踏
む
べ
き
到
達
不
可
能
な
多
く
の
階
梯
を
設
定
し
て
絶
望
的
に
歩
ま
せ
る
「
中
世
的
」
な
修
行
の
思

想
か
ら
、
馬
祖
の
「
即
心
即
佛
」、「
平
常
心
是
れ
道
な
り
」
は
「
道
」
を
明
白
な
も
の
、
到
達
可
能
と
言
う
よ
り
も
い
っ
そ

う
身
近
な
、
身
近
な
と
言
う
よ
り
も
よ
り
直
接
的
な
、
現
實
に
現
成
し
て
い
る
も
の
へ
と
轉
換
し
た
。
こ
れ
は
「
古
代
的
」

思
惟
「
道
は
人
に
遠
か
ら
ず
」（『
孟
子
』、『
中
庸
』）
を
媒
介
と
し
て
起
こ
っ
た
「
近
世
的
」
轉
換
と
言
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
っ

た
。
た
だ
し
、「
平
常
心
こ
そ
是
れ
道
な
り
」
に
環
流
し
回
歸
し
た
と
言
っ
て
も
、
回
歸
し
た
地
平
は
こ
の
言
説
に
腰
を
落

ち
つ
け
て
留
ま
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
こ
こ
か
ら
が
「
平
常
心
こ
そ
是
れ
道
な
り
」
を
實
踐
す
る
、
眞
に
「
近

世
的
」
な
「
己
事
究
明
」
の
生
き
か
た
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。

【
附
記
】

本
論
は
今
年
四
月
よ
り
七
月
ま
で
十
五
回
に
わ
た
っ
て
、
禪
文
化
研
究
所
に
お
い
て
講
じ
た
『
趙
州
錄
』
の
最
終
回
で

「
趙
州
在
南
泉
」
の
ま
と
め
と
し
て
起
稿
發
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
十
四
回
の
講
義
の
『
趙
州
錄
』
譯
注
は
べ
つ
に
公
表
を

豫
定
し
て
い
る
。

（
二
〇
二
二
年
七
月
二
六
日
記
）
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